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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成23年3月31日(2011.3.31)

【公開番号】特開2009-193254(P2009-193254A)
【公開日】平成21年8月27日(2009.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2009-034
【出願番号】特願2008-32267(P2008-32267)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/42     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ２００Ｅ
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ２００Ｃ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ  29/42    　　　Ｆ
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月14日(2011.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像を構成するオブジェクトを分離する分離手段と、
　前記分離手段にて分離されたオブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力された際
に適用された圧縮係数または、前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、前記
分離手段により分離されたときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジェクトが
入力された際の原稿モードの設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果を用いて
、前記オブジェクトをオブジェクトとして保存するか否かを判定する判定手段と、
　ユーザからインターフェースを介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジ
ェクトを表示すべく、前記判定手段によりオブジェクトとして保存すると判定されたオブ
ジェクトを保存する保存手段と
　を備えたことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１の画像処理装置において、
　前記分離されたオブジェクトは前記判定手段によりオブジェクトとして保存すると判定
されると、オブジェクトが写真又は背景の場合には圧縮処理が行われ、オブジェクトがグ
ラフィックスの場合にはベクトル化処理が行われ、オブジェクトが文字の場合には該ベク
トル化処理または文字認識処理が行われることを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　入力された画像を構成するオブジェクトを分離する分離ステップと、
　前記分離ステップにて分離されたオブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力され
た際に適用された圧縮係数または、前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、
前記分離ステップにより分離されたときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジ
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ェクトが入力された際の原稿モードの設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果
を用いて、前記オブジェクトをオブジェクトとして保存するか否かを判定する判定ステッ
プと、
　ユーザからインターフェースを介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジ
ェクトを表示すべく、前記判定ステップによりオブジェクトとして保存すると判定された
オブジェクトを保存する保存ステップと
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項４】
　請求項３の画像処理方法において、
　前記分離されたオブジェクトは前記判定ステップにてオブジェクトとして保存すると判
定されると、オブジェクトが写真又は背景の場合には圧縮処理が行われ、オブジェクトが
グラフィックスの場合にはベクトル化処理が行われ、オブジェクトが文字の場合には該ベ
クトル化処理または文字認識処理が行われることを特徴とする画像処理方法。
【請求項５】
　コンピュータに、
　入力された画像を構成するオブジェクトを分離する分離ステップと、
　前記分離ステップにて分離されたオブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力され
た際に適用された圧縮係数または、前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、
前記分離ステップにより分離されたときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジ
ェクトが入力された際の原稿モードの設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果
を用いて、前記オブジェクトをオブジェクトとして保存するか否かを判定する判定ステッ
プと、
　ユーザからインターフェースを介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジ
ェクトを表示すべく、前記判定ステップによりオブジェクトとして保存すると判定された
オブジェクトを保存する保存ステップと
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項６】
　コンピュータがプログラムコードを読み取り可能に記憶した記憶媒体であって、該プロ
グラムコードが、該コンピュータに、
　入力された画像を構成するオブジェクトを分離する分離ステップと、
　前記分離ステップにて分離されたオブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力され
た際に適用された圧縮係数または、前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、
前記分離ステップにより分離されたときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジ
ェクトが入力された際の原稿モードの設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果
を用いて、前記オブジェクトをオブジェクトとして保存するか否かを判定する判定ステッ
プと、
　ユーザからインターフェースを介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジ
ェクトを表示すべく、前記判定ステップによりオブジェクトとして保存すると判定された
オブジェクトを保存する保存ステップと
　を実行させることを特徴とする記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するための本発明の一態様は、画像処理装置であって、入力された画像
を構成するオブジェクトを分離する分離手段と、前記分離手段にて分離されたオブジェク
トに対して、前記オブジェクトが入力された際に適用された圧縮係数または、前記オブジ
ェクトが入力された際の入力形式または、前記分離手段により分離されたときの前記オブ
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ジェクトの複雑度または、前記オブジェクトが入力された際の原稿モードの設定のうち少
なくとも一つを判定し、該判定の結果を用いて、前記オブジェクトをオブジェクトとして
保存するか否かを判定する判定手段と、ユーザからインターフェースを介したアクセスが
あったときに、再利用が可能なオブジェクトを表示すべく、前記判定手段によりオブジェ
クトとして保存すると判定されたオブジェクトを保存する保存手段とを備えたことを特徴
とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するための本発明の別の態様は、画像処理方法であって、入力された画
像を構成するオブジェクトを分離する分離ステップと、前記分離ステップにて分離された
オブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力された際に適用された圧縮係数または、
前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、前記分離ステップにより分離された
ときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジェクトが入力された際の原稿モード
の設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果を用いて、前記オブジェクトをオブ
ジェクトとして保存するか否かを判定する判定ステップと、ユーザからインターフェース
を介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジェクトを表示すべく、前記判定
ステップによりオブジェクトとして保存すると判定されたオブジェクトを保存する保存ス
テップとを含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記課題を解決するための本発明の別の態様は、プログラムであって、コンピュータに
、入力された画像を構成するオブジェクトを分離する分離ステップと、前記分離ステップ
にて分離されたオブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力された際に適用された圧
縮係数または、前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、前記分離ステップに
より分離されたときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジェクトが入力された
際の原稿モードの設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果を用いて、前記オブ
ジェクトをオブジェクトとして保存するか否かを判定する判定ステップと、ユーザからイ
ンターフェースを介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジェクトを表示す
べく、前記判定ステップによりオブジェクトとして保存すると判定されたオブジェクトを
保存する保存ステップとを実行させることを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記課題を解決するための本発明の別の態様は、コンピュータがプログラムコードを読
み取り可能に記憶した記憶媒体であって、該プログラムコードが、該コンピュータに、入
力された画像を構成するオブジェクトを分離する分離ステップと、前記分離ステップにて
分離されたオブジェクトに対して、前記オブジェクトが入力された際に適用された圧縮係
数または、前記オブジェクトが入力された際の入力形式または、前記分離ステップにより
分離されたときの前記オブジェクトの複雑度または、前記オブジェクトが入力された際の
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原稿モードの設定のうち少なくとも一つを判定し、該判定の結果を用いて、前記オブジェ
クトをオブジェクトとして保存するか否かを判定する判定ステップと、ユーザからインタ
ーフェースを介したアクセスがあったときに、再利用が可能なオブジェクトを表示すべく
、前記判定ステップによりオブジェクトとして保存すると判定されたオブジェクトを保存
する保存ステップとを実行させることを特徴とする。
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